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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 端 外 側 に 雄 ネ ジ を 下 端 内 側 に 雌 ネ ジ の 雄 雌 逆 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 上 下 端 に 形 成 し た 複  
数 本 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 、 雄 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 互 に 螺 合 し て 連 結 し て 長 尺 の 一 本 の 削  
孔 外 管 を 形 成 し 、 同 削 孔 外 管 内 部 に 複 数 本 の 中 継 ロ ッ ド を ス リ ー ブ を 介 し て 螺 合 し て 長 尺  
に 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ロ ッ ド を 配 置 し 、
前 記 削 孔 外 管 の 最 下 段 と な る 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 下 端 に リ ン グ ビ ッ ト を 取 付 け 、 前 記 イ ン ナ  
ー ロ ッ ド の 下 端 に イ ン ナ ー ビ ッ ト を 取 付 け る と と も に 、 同 イ ン ナ ー ビ ッ ト は 前 記 リ ン グ ビ  
ッ ト 又 は こ れ を 取 付 け た 最 下 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 と 係 止 し て イ ン ナ ー ビ ッ ト の 回 転 を リ ン  
グ ビ ッ ト に 伝 達 で き る 構 造 と し 、 地 上 側 の 回 動 装 置 で 強 制 回 転 さ せ ら れ た 前 記 イ ン ナ ー ロ  
ッ ド の 回 転 で 前 記 リ ン グ ビ ッ ト と イ ン ナ ー ビ ッ ト 両 方 と も 回 転 さ せ て 地 中 を 削 孔 す る 高 強  
度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 削 孔 管 に お い て 、
削 孔 外 管 の 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 外 側 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 に 中 空 筒 状 の 保 護 管  
の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 脱 着 自 在 に 取 付 け る と と も に 、
最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 外 側 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の ネ ジ 始 端 と 螺 合 し た 保 護 管 の  
内 側 の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 下 端 と の 間 に ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が 発 生 す る 位 置 で 保 護 管 の 螺 合  
が 停 止 で き る 構 造 に し て 、 保 護 管 に よ る 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 分  
の 保 護 と 保 護 管 の 取 り 外 し を 容 易 に で き る よ う に し 、 し か も ス キ マ 間 隔 δ Ｌ 確 保 の 構 造 と  
し て 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ Ｌ １ と し 、 保 護 管 の 雌 の テ ー  
パ ー ネ ジ 部 の 長 さ を ｌ ２ と す る と 、 長 さ ｌ ２ の 寸 法 を 前 記 Ｌ １ の 寸 法 よ り 短 く す る こ と で 最  

請求項の数　4　（全9頁）
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後 ま で 螺 合 さ せ て も 長 さ ｌ ２ と Ｌ １ の 差 で ス キ マ 間 隔 が 確 実 に 発 生 さ せ る よ う に し 、 更 に  
前 記 ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ Ｌ １ に 対 し 、  
Ｌ １ ／ ３ 乃 至 Ｌ １ ／ ２ の 範 囲 と し た 、 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 管 厚 ｄ が ２ ． ０ ｍ ｍ ＜ ｄ ＜ ５ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 高  
強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ い ず れ か 記 載 の 高  
強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 高 強 度 薄 肉 鋼 管 は そ の 素 材 が ハ イ テ ン 鋼 で 、 最 大 応 力 Ｔ ／ ｐ ａ が ４ ０ ０ Ｎ ～ １ ０ ０  
０ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ の も の か 又 は そ れ 以 上 の も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 高 強 度 薄  
肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 盤 の 削 孔 作 業 に 使 用 さ れ る 地 中 削 孔 管 で 、 複 数 本 の 鋼 管 を 上 下 端 に 形 成 し  
た ネ ジ 部 で 螺 合 さ せ て 長 尺 に し て 削 孔 外 管 を 形 成 し 、 同 削 孔 外 管 内 部 に 複 数 の 中 継 ロ ッ ド  
を ス リ ー ブ で 連 結 し て 長 尺 に し た イ ン ナ ー ロ ッ ド を 配 置 し 、 イ ン ナ ー ロ ッ ド の 下 端 に イ ン  
ナ ー ビ ッ ト を 取 付 け 、 又 削 孔 外 管 の 下 端 に リ ン グ ビ ッ ト を 取 付 け 、 イ ン ナ ー ビ ッ ト と リ ン  
グ ビ ッ ト と を 回 転 に 対 し 係 止 ・ 噛 合 し て 回 転 力 を 伝 達 で き る 構 造 と し 、 イ ン ナ ー ロ ッ ド の  
回 転 で イ ン ナ ー ビ ッ ト と リ ン グ ビ ッ ト を 同 時 に 回 転 さ せ て 地 盤 ・ 岩 を 削 孔 す る 土 木 工 事 で  
広 く 使 用 さ れ て 公 知 の 地 中 削 孔 管 で あ っ て 、 特 に 軽 量 で 高 強 度 で 耐 久 性 あ る 高 強 度 薄 肉 鋼  
管 を 使 用 し た 場 合 、 そ の 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 部 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 保 護 す る 保 護  
管 の 脱 着 の 困 難 さ を 解 消 出 来 る 改 良 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 削 岩 機 ・ 地 中 杭 の 削 孔 機 等 の 装 置 に 使 用 さ れ て い る 地 中 削 孔 管 の 削 孔 外 管 は 、 特  
許 文 献 １ に 示 す よ う に 上 下 端 に 逆 の 雄 雌 ね じ の ネ ジ 部 を 形 成 し た 複 数 本 の 鋼 管 を 、 上 下 端  
の ネ ジ 部 を 互 に 螺 合 し て 長 尺 に し て 削 孔 の 深 さ に 対 応 で き る よ う に し て い る 。
　 こ の 削 孔 外 管 の 最 上 段 の 鋼 管 の 上 端 の 雄 ね じ の ネ ジ 部 は 露 出 し た ま ま 使 用 さ れ る 。 そ の  
た め 、 削 孔 作 業 中 に こ の 露 出 し た ネ ジ 部 が 他 の 機 械 ・ 器 具 ・ 部 材 等 と 接 触 し て そ の ネ ジ 部  
が 変 形 ・ 変 位 又 は 破 損 さ れ て 他 の 鋼 管 と 螺 合 で き な く な る こ と が 発 生 し て い た 。 こ れ を 避  
け る べ く 、 最 上 段 の 鋼 管 の 上 端 の 露 出 し た ネ ジ 部 に 中 空 筒 状 の 保 護 管 を 螺 着 し て 、 露 出 し  
た ネ ジ 部 を 他 の 部 材 等 と 接 触 し な い よ う に し て 変 形 ・ 変 位 ・ 破 損 を 防 い で い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し な い 従 来 の 肉 厚 が ６ ｍ ｍ 程 の 鋼 管 を 使 用 し た 従 来 の 削 孔 外 管 の  
場 合 で は 鋼 管 の ネ ジ 部 は ス ト レ ー ト ネ ジ が 使 用 で き 、 同 じ ス ト レ ー ト ネ ジ を 有 す る 前 記 保  
護 管 を 最 後 ま で 締 め 付 け て も 人 力 で 充 分 に 締 め 込 み 及 び 取 り 外 し が 容 易 に で き る も の で 、  
そ の 装 着 ・ 取 り 外 し に は 問 題 は な か っ た 。
　 し か し な が ら 、 ス ト レ ー ト ネ ジ の 螺 合 の 場 合 、 振 動 等 に よ っ て 保 護 管 が 外 れ る と い う 問  
題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 削 孔 外 管 に 高 い 強 度 と 耐 久 性 が あ る 肉 厚 が ３ ． ５ ｍ ｍ 程 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 す る こ  
と が 軽 量 ・ 高 強 度 及 び 耐 久 性 の 向 上 と な り 、 利 点 が あ る 。 し か し な が ら 、 高 強 度 薄 肉 鋼 管  
で は そ の 上 下 端 の ネ ジ 部 は テ ー パ ー ネ ジ を 採 用 す る こ と に な り 、 図 ５ に 示 す よ う に 前 記 保  
護 管 の ネ ジ 部 も 同 じ テ ー パ ー ネ ジ 長 さ の テ ー パ ー ネ ジ が 採 用 さ れ る 。 こ の 保 護 管 を 高 強 度  
薄 肉 鋼 管 の 上 端 の テ ー パ ー ネ ジ の ネ ジ 部 に 最 後 ま で 締 め 込 ま れ る と 、 人 力 で は 外 れ な く な  
る と い う 欠 点 が あ っ た 。 又 、 ネ ジ 部 の 途 中 ま で の 締 め 込 み で あ っ て も 、 回 転 装 置 ・ 削 岩 機  
の 振 動 で ネ ジ が 締 め 込 ま れ 、 や は り 人 力 で は 外 せ な く な る 場 合 が 発 生 し て い た 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ３ １ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 削 孔 外 管 に 高 い 強 度 と 耐 久 性 が あ る 軽 量 な 高 強 度 薄 肉  
鋼 管 を 使 用 す る こ と で 削 孔 作 業 に お け る 鋼 管 の 脱 着 作 業 の 労 力 を 軽 減 で き る よ う に す る と  
と も に 、 そ の 欠 点 の 保 護 管 の 装 着 ・ 取 り 外 し が 人 力 で 容 易 に で き る よ う に し 、 し か も 保 護  
管 が 使 用 中 振 動 等 に よ り 外 れ る こ と も 少 な く 、 更 に 保 護 管 の 端 部 の 肉 厚 の 残 肉 が 薄 く な ら  
ず に で き 、 保 護 管 の 端 部 の 変 形 ・ 変 位 ・ 破 損 す る こ と を 少 な く で き る よ う に し た 、 優 れ た  
高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 構 成 は 、
１ ）   上 端 外 側 に 雄 ネ ジ を 下 端 内 側 に 雌 ネ ジ の 雄 雌 逆 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 上 下 端 に 形 成 し  
た 複 数 本 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 、 雄 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 互 に 螺 合 し て 連 結 し て 長 尺 の 一 本  
の 削 孔 外 管 を 形 成 し 、 同 削 孔 外 管 内 部 に 複 数 本 の 中 継 ロ ッ ド を ス リ ー ブ を 介 し て 螺 合 し て  
長 尺 に 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ロ ッ ド を 配 置 し 、
前 記 削 孔 外 管 の 最 下 段 と な る 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 下 端 に リ ン グ ビ ッ ト を 取 付 け 、 前 記 イ ン ナ  
ー ロ ッ ド の 下 端 に イ ン ナ ー ビ ッ ト を 取 付 け る と と も に 、 同 イ ン ナ ー ビ ッ ト は 前 記 リ ン グ ビ  
ッ ト 又 は こ れ を 取 付 け た 最 下 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 と 係 止 し て イ ン ナ ー ビ ッ ト の 回 転 を リ ン  
グ ビ ッ ト に 伝 達 で き る 構 造 と し 、 地 上 側 の 回 動 装 置 で 強 制 回 転 さ せ ら れ た 前 記 イ ン ナ ー ロ  
ッ ド の 回 転 で 前 記 リ ン グ ビ ッ ト と イ ン ナ ー ビ ッ ト 両 方 と も 回 転 さ せ て 地 中 を 削 孔 す る 高 強  
度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 削 孔 管 に お い て 、
削 孔 外 管 の 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 外 側 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 に 中 空 筒 状 の 保 護 管  
の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 を 脱 着 自 在 に 取 付 け る と と も に 、
最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 外 側 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の ネ ジ 始 端 と 螺 合 し た 保 護 管 の  
内 側 の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 下 端 と の 間 に ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が 発 生 す る 位 置 で 保 護 管 の 螺 合  
が 停 止 で き る 構 造 に し て 、 保 護 管 に よ る 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 分  
の 保 護 と 保 護 管 の 取 り 外 し を 容 易 に で き る よ う に し 、 し か も ス キ マ 間 隔 δ Ｌ 確 保 の 構 造 と  
し て 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ Ｌ １ と し 、 保 護 管 の 雌 の テ ー  
パ ー ネ ジ 部 の 長 さ を ｌ ２ と す る と 、 長 さ ｌ ２ の 寸 法 を 前 記 Ｌ １ の 寸 法 よ り 短 く す る こ と で 最  
後 ま で 螺 合 さ せ て も 長 さ ｌ ２ と Ｌ １ の 差 で ス キ マ 間 隔 が 確 実 に 発 生 さ せ る よ う に し 、 更 に  
前 記 ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ Ｌ １ に 対 し 、  
Ｌ １ ／ ３ 乃 至 Ｌ １ ／ ２ の 範 囲 と し た 、 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管
２ ）   前 記 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 管 厚 ｄ が ２ ． ０ ｍ ｍ ＜ ｄ ＜ ５ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 前 記 １ ） 記 載  
の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管
３ ）   前 記 ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 、 前 記 １ ） 又 は ２ ） い ず れ か 記  
載 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管
４ ）   前 記 高 強 度 薄 肉 鋼 管 は そ の 素 材 が ハ イ テ ン 鋼 で 、 最 大 応 力 Ｔ ／ ｐ ａ が ４ ０ ０ Ｎ ～ １  
０ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ の も の か 又 は そ れ 以 上 の も の で あ る 、 前 記 １ ） ～ ３ ） い ず れ か 記 載 の 高  
強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 地 中 削 孔 管
に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 地 中 削 孔 管 と し て 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 す る こ と で 、 高 強 度 ・ 耐 久 性 を 得  
な が ら 薄 肉 に で き る の で 軽 量 に で き て 、 削 孔 管 の 脱 着 ・ 移 動 作 業 の 労 力 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 又 、 本 願 発 明 で は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 下 端 の 雄 雌 の ネ ジ 部 に は テ ー パ ー ネ ジ を 採 用 し 、  
し か も 鋼 管 同 士 の 連 結 は チ ェ ー ン ト ン グ 等 の 工 具 を 使 っ て 人 力 に よ っ て な さ れ る こ と で 、  
高 強 度 薄 肉 鋼 管 同 士 の テ ー パ ー ネ ジ に よ る 螺 合 は 強 固 な 連 結 で あ り 、 薄 肉 の 鋼 管 で も 高 い  
強 度 を 有 す る 。 一 方 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 外 側 の 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 に 螺  
合 す る 中 空 筒 状 の 保 護 管 の 下 部 内 側 は 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ と な る が 、 螺 合 さ せ た 場 合 雄  
ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 始 端 と 保 護 管 の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 下 端 と の 間 に ス キ マ 間 隔 が 生 じ  
る よ う に 最 後 ま で 締 め 込 ま れ ず 、 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 途 中 で 螺 合 が 停 止 す る 構 造 と  
し て い る の で 、 最 後 ま で 締 め 込 ま れ ず に 保 護 管 の 螺 合 装 着 ・ 螺 合 取 り 外 し は 人 力 で の 操 作  
で 容 易 に 行 え る も の と な る 。 保 護 管 は 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 全 長 を 被 る よ う に な ら な い が  
、 雄 ネ ジ の 肉 厚 が 薄 く て 強 度 が 低 下 す る テ ー パ ー ネ ジ 部 の 中 程 及 び 上 端 部 分 は 保 護 管 に よ  
っ て 保 護 さ れ る 。 又 、 保 護 管 の テ ー パ ー ネ ジ の 下 端 部 は 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ の ネ ジ 長 よ  
り ス キ マ 間 隔 分 だ け 短 く な る の で 保 護 管 の 下 端 の ネ ジ 部 分 の 肉 厚 （ 残 肉 厚 ） は 厚 く な り 、  
こ の 下 端 部 が 他 部 材 ・ 器 具 と の 接 触 で 変 形 ・ 変 位 ・ 破 損 す る こ と も 少 な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 と 保 護 管 の 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ は 最 後 ま で 締 め 込 ま れ  
な い の で 、 保 護 管 の 螺 合 操 作 は 人 力 で 容 易 に 行 え 、 迅 速 な 装 着 ・ 取 り 外 し を 可 能 と し て い  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の ス キ マ 間 隔 δ Ｌ は 、 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ Ｌ １ に 対 し 保 護 管 の 雌 ネ ジ の  
テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ ｌ ２ と す る と 、 ス キ マ 間 隔 δ Ｌ は （ Ｌ １ － ｌ ２ ） の 長 さ な の で 確 実 に  
確 保 で き る 。 又 、 そ の ス キ マ 間 隔 δ Ｌ は （ Ｌ １ ／ ３ ～ Ｌ １ ／ ２ ） が 実 用 的 で あ る 。 ス キ マ  
間 隔 δ Ｌ が Ｌ １ ／ ３ よ り 短 く な る と 、 最 後 ま で の 締 め 込 み 状 態 に 近 く な り 、 人 手 に よ る 操  
作 が 手 間 ど る 。 Ｌ １ ／ ２ 以 上 に す る と 、 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 露 出 部 分 が 長 く な り 、  
接 触 ・ 変 形 ・ 変 位 ・ 破 損 の 危 険 性 が 残 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 本 発 明 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 管 厚 ｄ が ２ ． ０ ｍ ｍ よ り 小 さ く な る と 、 管 肉 が 不 足 し て  
ネ ジ 部 強 度 が 弱 く な り 過 ぎ 、 又 ５ ． ５ ｍ ｍ よ り 大 き く な る と 、 鋼 管 の 管 厚 ｄ が 厚 く て 鋼 管  
の 重 量 が 重 く な り 、 鋼 管 の 移 動 及 び 螺 合 作 業 に 負 荷 が 大 き く な り 、 作 業 性 の 改 善 が 弱 く な  
る 。 よ っ て 、 管 厚 ｄ は ２ ． ０ ｍ ｍ ＜ ｄ ＜ ５ ． ５ ｍ ｍ が 実 用 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 実 施 例 の 削 孔 管 の 全 体 構 造 を 示 す 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 実 施 例 の 削 孔 外 管 を 形 成 す る ３ 本 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 と リ ン グ ビ ッ ト と 保 護  
管 の 配 置 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 実 施 例 の イ ン ナ ー ロ ッ ド の 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 実 施 例 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ の 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ と 保 護 管 Ｈ の  
雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ と の 螺 合 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 従 来 の 削 孔 管 の 最 上 段 の 鋼 管 と 保 護 管 の 螺 合 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 は 、 主 に 長 尺 先 受 鋼 管 又 は 高 強 度 の ハ イ テ ン 素 材 の 鋼 管 で あ る  
。 そ の 高 強 度 と は そ の 最 大 応 力 Ｔ ／ ｐ ａ が 数 値 ４ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 以 上 の も の で あ り 、 そ し  
て 薄 肉 と は そ の 鋼 管 の 管 の 管 厚 ｄ が ５ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の も の で 、 ２ ． ０ ｍ ｍ ＜ ｄ ＜ ５ ． ５ ｍ  
ｍ の 範 囲 が 実 用 的 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 削 孔 外 管 は 、 ３ ｍ 程 の 所 要 の 長 さ の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 複 数 本 用 い 、 上 下 の 雄 雌  
の テ ー パ ー ネ ジ 部 で 互 に 螺 合 し て 所 定 の 長 さ （ 削 孔 深 さ に 応 じ た 削 孔 管 の 長 さ ） と す る 。  
削 孔 外 管 を 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 先 頭 管 １ 本 の 上 に 同 じ 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 中 間 管 を １ 本 又 は ２  
本 螺 合 し 、 そ の 上 に 高 強 度 薄 肉 鋼 管 （ 端 末 管 ） を テ ー パ ー ネ ジ 部 で 互 に 連 結 さ せ て 構 築 す  
る 。 削 孔 外 管 の 下 端 に は リ ン グ ビ ッ ト を 取 付 け 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 雄 ネ ジ の テ ー  
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パ ー ネ ジ 部 に 保 護 管 を 螺 着 す る 。
　 又 、 イ ン ナ ー ロ ッ ド の 方 も 削 孔 外 管 の 長 さ に 応 じ て 複 数 の 中 継 ロ ッ ド を ス リ ー ブ で 連 結  
し 、 イ ン ナ ー ロ ッ ド の 下 端 に は イ ン ナ ー ビ ッ ト を 取 付 け る 。 イ ン ナ ー ビ ッ ト は 上 記 リ ン グ  
ビ ッ ト に 係 止 し 、 イ ン ナ ー ビ ッ ト の 回 転 力 は リ ン グ ビ ッ ト に 伝 達 さ れ る 構 造 と な っ て い る  
。 イ ン ナ ー ロ ッ ド の 上 端 に は シ ャ ン ク ス リ ー ブ を 介 し て 回 動 装 置 の 回 転 軸 が 連 結 さ れ て い  
る 。 上 記 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 が ３ 本 連 結 で あ れ ば 削 孔 管 長 さ は １ ０ ｍ 近 く な り 、 高 強 度 薄 肉  
鋼 管 ４ 本 連 結 で あ れ ば 、 削 孔 管 長 さ は １ ３ ｍ 近 く な る 。 中 間 管 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 本 数 を  
増 や せ ば 、 削 孔 管 の 長 さ は 長 く で き る よ う に な っ て い る 。 イ ン ナ ー ロ ッ ド も こ の 削 孔 管 の  
長 さ に 応 じ て 中 継 ロ ッ ド の 数 を 増 や し 、 大 略 同 じ 長 さ に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 ３ 本 の ハ イ テ ン 鋼 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３
を 使 用 し た ９ ． ８ ｍ の 削 孔 管 Ｇ の 例 で あ り 、 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ と し て 外 径 １  
１ ４ ． ３ ｍ ｍ で ３ ． ５ ｍ ｍ 管 厚 の 長 さ ３ ． ６ ３ ｍ の Ｓ Ｔ Ｋ － ７ ０ ０ 相 当 以 上 の 材 質 の 高 強  
度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ （ 先 頭 管 ） と ， 同 じ 外 径 同 じ 管 厚 で 長 さ ３ ． ０ ５ ｍ の Ｓ Ｔ Ｋ － ７ ０ ０ 相 当  
以 上 の 材 質 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ２ （ 中 間 管 ） と ， 同 じ 外 径 同 じ 管 厚 で 長 さ ３ ． １ ０ ｍ の Ｓ  
Ｔ Ｋ － ４ ０ ０ 材 質 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ （ 端 末 管 ） の ３ 本 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ
３ を 使 用 す る 。 先 頭 管 Ｋ １ と 中 間 管 Ｋ ２ と 端 末 管 （ 最 上 段 ） Ｋ ３ の 上 端 ・ 下 端 に は 雄 雌 の 長  
さ ４ ６ ｍ ｍ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ ， Ｋ ｍ を 設 け て 、 互 に 雄 雌 螺 合 し て ９ ． ８ ｍ 程 の 長 尺 の  
削 孔 外 管 Ｓ を 形 成 し て い る 。
　 又 、 削 孔 外 管 Ｓ の 下 端 に は ケ ー シ ン グ シ ュ Ｋ ｓ を 介 し て リ ン グ ビ ッ ト Ｒ ｂ を 螺 合 し て 取  
付 け て い る 。 又 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ （ 端 末 管 ） の 上 端 の 雄 ネ ジ の ４ ６ ｍ ｍ 長 さ  
Ｌ １ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ に ７ ３ ｍ ｍ 長 さ の 中 空 筒 状 の 保 護 管 Ｈ を 下 部 の 内 周 に 設 け た 雌  
ネ ジ の ２ ９ ． ２ ｍ ｍ 長 さ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ で 螺 合 し て 取 付 け て い る 。 こ の 保 護 管 Ｈ を  
高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ の 端 末 管 に 螺 合 し て 取 付 け る と 、 雄 ネ ジ の ４ ６ ｍ ｍ 長 さ Ｌ １ の テ ー パ  
ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ に 、 ２ ９ ． ２ ｍ ｍ 長 さ ｌ ２ の 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ が 螺 合 し 、 雄 ネ ジ  
の 始 端 Ｋ ３ １ と 雌 ネ ジ の 下 端 Ｈ ｍ １ と の 間 に ス キ マ 間 隔 δ Ｌ と し て δ Ｌ ＝ ４ ６ ｍ ｍ － ２ ９ ｍ  
ｍ ＝ １ ７ ｍ ｍ が 発 生 す る 。 保 護 管 Ｈ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ の 下 端 の 管 厚 は ０ ． ７ ｍ ｍ で 、  
４ ６ ｍ ｍ テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 終 端 Ｋ ３ ２ の 管 厚 ０ ． ２ ｍ ｍ に 比 べ ３ 倍 の 管 厚 と な っ て い  
る 例 で あ る 。 又 、 図 ３ に 示 す よ う に 削 孔 外 管 Ｓ の 内 側 に は ３ 本 の 中 継 ロ ッ ド Ｉ ｒ １ を ２ 個  
の ス リ ー ブ Ｉ ｒ ２ で 螺 合 連 結 し て １ ０ ｍ 程 の 長 さ の イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ が 形 成 さ れ て い る  
。 イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ の 上 部 に は シ ャ ン ク ス リ ー ブ Ｓ Ｓ を 介 し て 回 動 装 置 Ｒ Ｄ の 回 転 出 力  
軸 と 連 動 さ せ て い る 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 の 用 語 と 符 号 に つ い て 説 明 す る 。
　 Ｇ は 実 施 例 の ３ 本 の ハ イ テ ン 鋼 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ を 使 用 し た 削 孔 管 、 Ｋ
１ は 素 材 Ｓ Ｔ Ｋ － ７ ０ ０ 相 当 以 上 の も の を 使 用 し た 長 さ ３ ． ６ ３ ｍ で 管 肉 厚 ｄ が ３ ． ５ ｍ  
ｍ の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 （ 先 頭 管 ） 、 Ｋ ２ は 素 材 Ｓ Ｔ Ｋ － ７ ０ ０ 相 当 以 上 の も の を 使 用 し た 長  
さ ３ ． ０ ５ ｍ で 管 肉 厚 ｄ が ３ ． ５ ｍ ｍ の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 （ 中 間 管 ） 、 Ｋ ３ は 素 材 Ｓ Ｔ Ｋ －  
４ ０ ０ を 使 用 し た 長 さ ３ ． １ ０ ｍ で 管 肉 厚 ｄ が ３ ． ５ ｍ ｍ の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 （ 端 末 管 ） で  
あ る 。 Ｋ ｏ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ の 上 端 外 側 の ネ ジ 長 さ Ｌ １ が ４ ６ ｍ ｍ の 雄 の  
テ ー パ ー ネ ジ 部 、 Ｋ ｍ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ の 下 端 の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 、 Ｋ
３ １ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 始 端 、 Ｋ ３ ２ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３
の 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 終 端 、 Ｓ は ３ 本 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ を 上 下 端 の  
雄 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ ， Ｋ ｍ を 螺 合 し て 長 尺 に し た ９ ． ８ ｍ 程 の 削 孔 外 管 、 Ｋ ｓ は 高  
強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ （ 先 頭 管 ） の 下 端 に 螺 合 し た ０ ． １ ４ ｍ の ケ ー シ ン グ シ ュ 、 Ｒ ｂ は 同 ケ  
ー シ ン グ シ ュ Ｋ ｓ を 介 し て 削 孔 外 管 Ｓ の 下 端 に 取 付 け た 掘 削 用 リ ン グ ビ ッ ト 、 Ｉ ｒ は 削 孔  
外 管 Ｓ の 内 側 に 配 置 し た イ ン ナ ー ロ ッ ド 、 Ｉ ｒ １ は 同 イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ を 構 成 す る 複 数  
本 の ３ ． ０ ～ ４ ． ０ ｍ 長 さ の 中 継 ロ ッ ド 、 Ｉ ｒ ２ は 同 中 継 ロ ッ ド Ｉ ｒ １ と を 螺 合 し て 連 結  
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す る ０ ． １ ９ ｍ 長 さ の ス リ ー ブ 、 Ｉ ｂ は イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ の 下 端 に 取 付 け た イ ン ナ ー ビ  
ッ ト で あ る 。 Ｓ Ｓ は 最 上 段 の 中 継 ロ ッ ド Ｉ ｒ １ と 回 動 装 置 Ｒ Ｄ の 出 力 軸 と を 連 結 す る シ ャ  
ン ク ス リ ー ブ 、 Ｈ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ （ 端 末 管 ） の 上 端 外 側 に 形 成 し た 雄 の テ ー パ ー ネ  
ジ 部 Ｋ ｏ に 螺 合 し て 保 護 す る 中 空 筒 状 の ７ ３ ｍ ｍ 長 さ の 保 護 管 、 Ｈ ｈ は 同 保 護 管 Ｈ を 回 転  
さ せ て 螺 合 す る た め の 回 転 操 作 杆 （ 図 示 せ ず ） の 挿 入 孔 、 Ｈ ｍ は 保 護 管 Ｈ の 下 部 内 側 に 形  
成 し た ２ ９ ｍ ｍ の ネ ジ 長 さ ｌ ２ の 雌 の テ ー パ ー ネ ジ 部 、 Ｈ ｍ １ は 同 テ ー パ ー ネ ジ の 下 端 、  
δ Ｌ は 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 始 端 Ｋ ３ １ と こ れ を 螺 合 し た 保 護 管 Ｈ の  
テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ の 下 端 Ｈ ｍ １ と の 間 の ス キ マ 間 隔 、 Ｒ Ｄ は イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ を 回 転  
さ せ る 回 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 例 の ハ イ テ ン 鋼 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ を 使 用 し た 削 孔 管 Ｇ は 、 図 １  
， ２ で 示 す 削 孔 外 管 Ｓ の 内 部 に 図 ３ に 示 す イ ン ナ ー ロ ッ ド Ｉ ｒ を 封 入 し 、 削 孔 外 管 Ｓ の 下  
端 に ケ ー シ ン グ シ ュ Ｋ ｓ を 介 し て リ ン グ ビ ッ ト Ｒ ｂ を 取 付 け て い る 。 又 、 イ ン ナ ー ロ ッ ド  
Ｉ ｒ の 下 端 に イ ン ナ ー ビ ッ ト Ｉ ｂ を 取 付 け て い る 。 削 孔 外 管 Ｓ の 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管  
Ｋ ３ の 雄 ネ ジ の ４ ６ ｍ ｍ 長 さ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ に は 保 護 管 Ｈ の 雌 ネ ジ の ２ ９ ｍ ｍ 長 さ  
の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ が 螺 合 さ れ 、 テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の ネ ジ の 始 端 Ｋ ３ １ と テ ー パ ー ネ  
ジ 部 Ｈ ｍ の 下 端 Ｈ ｍ １ と の 間 に １ ７ ｍ ｍ 程 の ス キ マ 間 隔 δ Ｌ が 発 生 さ せ 、 テ ー パ ー ネ ジ 部  
Ｋ ｏ の 全 長 に 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ が 螺 合 せ ず に 途 中 で 螺 合 が 停 止 さ れ て い る 。 図  
４ に そ の 保 護 管 Ｈ と の 螺 合 の 拡 大 図 を 示 し て い る 。
　 従 来 の 図 ５ に 示 す 削 孔 管 に お け る 同 じ 長 さ の テ ー パ ー ネ ジ を 互 に 全 ネ ジ 巾 に わ た っ て 螺  
合 状 態 を 図 ５ に 示 す 。 従 来 の 保 護 管 Ｈ の も の と 比 べ て 、 本 発 明 の 図 ４ に 示 す 実 施 例 の 保 護  
管 Ｈ は ネ ジ 全 巾 に 締 め 込 ま な い の で 保 護 管 Ｈ の 螺 合 は 人 手 作 業 で 容 易 に で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 、 保 護 管 Ｈ の ネ ジ 長 さ が 短 く な る 分 、 そ の 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ の 下 端 の 管 厚  
が ０ ． ７ ｍ ｍ 程 に な り 、 従 来 の 図 ５ で 示 す 保 護 管 Ｈ の 下 端 の ０ ． ２ ｍ ｍ の 管 厚 に 比 べ ３ 倍  
以 上 の 肉 厚 と な り 、 保 護 管 Ｈ の 下 端 の 強 度 が 高 く 、 他 の 器 材 と の 接 触 に よ る 変 形 ・ 変 位 ・  
破 損 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 最 上 段 の 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ ３ の 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 中 段 ・ 上 段 の 肉 厚 が  
薄 い 部 分 は 大 部 分 螺 合 し た 保 護 管 Ｈ が 被 さ っ て い る の で 、 他 の 器 材 と の 接 触 で テ ー パ ー ネ  
ジ 部 Ｋ ｏ が 変 形 ・ 変 位 ・ 破 損 す る こ と は 少 な い 。
　 尚 、 保 護 管 Ｈ の 螺 合 が 難 し い 場 合 は 保 護 管 Ｈ の 挿 入 孔 Ｈ ｈ に 回 転 操 作 杆 を 挿 入 す れ ば 確  
実 に 螺 合 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 例 は 雄 の テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 途 中 ま で し か 保 護 管 Ｈ の 雌 ネ ジ の テ ー パ  
ー ネ ジ 部 Ｈ ｍ を 螺 着 し な い の で 、 保 護 管 Ｈ の 締 め 込 み に よ る 保 護 管 Ｈ の 取 り 外 し が 困 難 と  
な る こ と も な く 、 人 力 作 業 で 充 分 に 装 着 ・ 取 り 外 し が 容 易 且 つ 迅 速 に で き る 。 更 に 、 テ ー  
パ ー ネ ジ 部 で 螺 合 す る の で 、 振 動 で ネ ジ の 緩 み も 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か も 、 高 強 度 薄 肉 鋼 管 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３ の 管 厚 み は 従 来 の 鋼 管 の 管 厚 ６ ｍ ｍ に 比 べ ３ ．  
５ ｍ ｍ 程 に で き 、 一 本 の 鋼 管 の 重 量 は 大 略 ６ 割 で 済 み 、 ４ 割 程 減 量 で き 、 鋼 管 の 移 動 ・ 装  
着 ・ 取 り 外 し 作 業 の 労 力 が 大 巾 に 軽 減 で き る も の と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 地 盤 の 削 孔 管 ば か り で な く 、 地 上 の 管 の 管 終 端 の 保 護 管 に も 利 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｇ     高 強 度 薄 肉 鋼 管 を 使 用 し た 削 孔 管
　 Ｋ １ ， Ｋ ２ ， Ｋ ３     高 強 度 薄 肉 鋼 管
　 Ｋ ｏ     高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 上 端 の 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部
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　 Ｋ ｍ     高 強 度 薄 肉 鋼 管 の 下 端 の 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部
　 Ｋ ３ １     テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 始 端
　 Ｋ ３ ２     テ ー パ ー ネ ジ 部 Ｋ ｏ の 終 端
　 Ｓ     削 孔 外 管
　 Ｋ ｓ     ケ ー シ ン グ シ ュ
　 Ｒ ｂ     リ ン グ ビ ッ ト
　 Ｉ ｒ     イ ン ナ ー ロ ッ ド
　 Ｉ ｒ １     中 継 ロ ッ ド
　 Ｉ ｒ ２     ス リ ー ブ
　 Ｉ ｂ     イ ン ナ ー ビ ッ ト
　 Ｓ Ｓ     シ ャ ン ク ス リ ー ブ
　 Ｈ     保 護 管
　 Ｈ ｈ     挿 入 孔
　 Ｈ ｍ     雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部
　 Ｈ ｍ １     下 端
　 Ｌ １     上 端 外 側 の 雄 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ
　 ｌ ２     保 護 管 の 雌 ネ ジ の テ ー パ ー ネ ジ 部 の 長 さ
　 δ Ｌ     ス キ マ 間 隔
　 Ｒ Ｄ     回 動 装 置
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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